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◎ 文字や絵柄で切れては困るものは、ピンクの破線内に配置してください。
◎ フチ無し印刷をご希望の場合は、黒の線まで色や写真を配置してください。
◎ 用紙サイズの変更やトンボの移動、変形などなさらないようお願いします。

◎ 透過性や半透明、パターンなど変換が正常に出来ない場合があります。

◎ PDFを作成する際は、説明部分を削除してください。また、テンプレートと同じサイズになっているか確認してください。

信徒のための 説 教 学

2017年度後期 東京バプテスト神学校 連続公開講座

講師：安藤榮二先生、内藤淳一郎先生、高木康俊先生

茗荷谷キリスト教会にて

開講日 テーマ 講師（敬称略） 備考

2017年
10月14日

模擬授業（30分） 内藤淳一郎
（茗荷谷キリスト教会）

＜神学校デー＞
於：川崎バプテスト教会

1 10月20日 私の説教に対する基本的考え方① 内藤淳一郎

2 10月27日 私の説教に対する基本的考え方②
安藤榮二

（浦和キリスト教会）

3 11月10日
説教テーマ「十字架」
～ 釈義・黙想～

安藤榮二
聖書：Ⅰコリント2:1～5、11:25～
26、Ⅱコリント5:18、ガラテヤ6:5

4 11月17日
説教テーマ「十字架」

～ 説教例、説教作成の基本の提示～
安藤榮二

学生は課題説教のテーマ及びレ
ジメを作成・提出（1,000字以内）

5 11月24日
説教テーマ「十字架」

～ 学生作成の説教レジメの講評・質疑 ～
安藤榮二

学生は課題説教を作成・提出
（2,500字以内）

6 12月1日
説教テーマ「十字架」

～ 学生作成の説教の講評・質疑 ～
安藤榮二

7 12月8日
説教テーマ「復活」
～釈義・黙想～

内藤淳一郎
聖書：ヨハネ福音書11：17－44
（中心11：17－27）

8 12月15日
説教テーマ「復活」

～ 説教例、説教作成の基本の提示 ～
内藤淳一郎

学生は課題説教のテーマ及びレ
ジメを作成・提出（1,000字以内）

9
2018年
1月12日

説教テーマ「復活」
～ 学生作成の説教レジメの講評・質疑 ～

内藤淳一郎
学生は課題説教を作成・提出
（2,500字以内）

10 1月19日
説教テーマ「復活」

～ 学生作成の課題説教の講評・質疑 ～
内藤淳一郎

11 1月26日 私の説教に対する基本的考え方③ 高木康俊
（蓮根バプテスト教会）

12 2月2日
説教テーマ「教会」
～ 釈義・黙想 ～

高木康俊 聖書：Ⅰコリント1：18〜31

13 2月9日
説教テーマ「教会」

～ 説教例、説教作成の基本の提示 ～
高木康俊

学生は課題説教のテーマ及びレ
ジメを作成・提出（1,000字以内）

14 2月16日
説教テーマ「教会」

～ 学生作成の説教レジメの講評・質疑 ～
高木康俊

学生は課題説教を作成・提出
（2,500字以内）

15 2月23日
説教テーマ「教会」

～ 学生作成の課題説教の講評・質疑 ～
高木康俊

〒112-0012 東京都文京区大塚1-1-18 東京バプテスト神学校 （茗荷谷キリスト教会２階）

・TEL：03-3947-5141（15時〜21時） ・FAX：03-3947-5145 ・E-mail：seminary@tbts.jp

＊各講師は説教についての講義、及び受講生に聖書テキストとテーマを課し、説教のレジメ（1,000字以内）及び説教原稿

（2,500字以内）の作成を指導する。

＊受講生は「十字架」、「復活」、「教会」をテーマとする3回の説教を作成する。

＊全員の説教を、受講生の了解を得て印刷、文集にすることを検討する。

＊授業は神学校教室(茗荷谷教会)で行うが、各教会での共同受講（ライブ通信）も認める。

＊公開授業であり、在学生ではない信徒を基本対象とし、在学生も受講できる形をとる。在学生には「説教学」及び「神学特講」

4単位を付与する。但し、牧師割引・後援会割引を利用する場合は単位の取得はできない。

＊講義日程の変更があります（赤字が変更点）。

2017年度後期 連続公開講座申込書

東京バプテスト神学校事務局 御中

（TEL：03-3947-5141 / FAX：03-3947-5145 / E-mail：seminary@tbts.jp）

Ⅰ．所属（□に印をつけること）

①在学生 □神学専攻科 □教会教育専攻科 □教会音楽専攻科

□本科 □教会音楽本科 □信徒リーダー □聴講生

②受講料半額対象者 □卒業生 □連盟加盟教会牧師 □後援会会員

□三連合役員 □神学校理事

③一般受講者 □一般受講者

Ⅱ．参加形態（□に印をつけること）

□通学 □ビデオ通信 □ライブ通信 □共同受講 □共同受講（代表）

※但し、ライブ通信（個人）は在学生のみ受講可能です。

□全日程 □部分参加（参加希望回： ）

※部分参加の方は講義番号をご記入ください。

※但し、部分参加の場合はビデオ・ライブ通信受講は出来ません。

Ⅲ．申し込み者
(ふ り が な)

氏 名： ：

郵便番号：〒 ― 住 所： ：

電話番号： 所属教会： ：

E - mail： ：

（
切

り

取

り

線

）

毎週金曜日 18：30 ～ 20：30

＜参加費＞

・本科生：受講料 25,000 円 ・聴講生（及び一般の方）：受講料 30,000 円

＊部分受講の方は１講座2,000円です。通信は＋10,000円（通信手数料）です。

＊なお、卒業生・後援会会員・連盟加盟教会牧師・三連合役員・理事の受講料は半額です。

＜教会での共同受講の時＞

＊今回の公開講座はできるだけ多くの方が参加していただけるよう、所属教会での共同受講を認めます。

＊具体的には、

－教会牧師あるいは代務者が代表受講者としてライブ授業の受講申し込みを行う。

－ライブ受講者のPCにテレビ及びプロジェクターを接続し、教会会議室で教会員複数名と共同受講をする。

－授業終了後、授業内容についての意見交換の場を持つ。

＊牧師割引、後援会割引を活用すれば受講料は次のようになります。

－代表受講者受講料 … 15,000円（受講料半額）+ 10,000円（ライブ通信料）＝ 25,000円

－共同受講者受講料 … 15,000円（通信料不要）

＊後援会会員になるためには「年会費5,000円」が必要です。

＜是非、教会単位での受講をご検討ください。その場合の受講場所は所属教会会議室です。＞

＜お問合せ＞

- 訂正版 -

mailto:seminary@tbts.jp

